
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業概要  

名 称  第 250 回記念オルガン・１ドルコンサート 「春は喜びとともに」 

会 場  横浜みなとみらいホール 大ホール  

日 時  2025 年 3 月 19 日(水)   

①12:20～12:50(11:40 開場)、②19:00～19:30(18:20 開場) ※各回同一プログラム 

出演者  近藤 岳(パイプオルガン) 

曲 目  S. カーク＝エラート：凱旋行進曲《いざ諸人よ、神に感謝せよ》Op.65-59 

近藤 岳：春うらら ～日本の春の歌による～ 

J. アラン：クレマン・ジャヌカンの主題による変奏曲 

T. デュボワ：トッカータ ト長調 

料 金  全席自由 1US ドル紙幣 または 100 円 

＊事前予約不要。入場料は当日会場でお支払いください。 

＊3 歳未満のお子様は１階客席ホワイエにモニターを設置した専用席でご鑑賞ください。 

3 歳以上未就学のお子様を同伴のお客様は１階客席の専用エリアへのご着席をお願い申し上げます。 

問合せ  横浜みなとみらいホールチケットセンター 

☎045(682)2000（電話 10:00-17:00／窓口 11:00-19:00 ※休館日・保守点検日除く） 
 

主催=横浜みなとみらいホール(公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団)  

助成=文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業［地域の中核劇場・音楽堂等活性化事業］） 

│独立行政法人日本芸術文化振興会 

協力=株式会社ヤマハミュージックジャパン 横浜みなとみらい 

 

 

横浜みなとみらいホール （公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団） 

〒220-0012 横浜市西区みなとみらい 2-3-6 代表：045(682)2020(9:00-18:00)／広報直通：045(682)2025  pr_mmh@yaf.or.jp 

広報担当：藤井聡子、飯島玲名、松本 菫  事業担当：三浦礼衣 

このプレスリリースに関するお問合せ ＊本日は 17:15 まで在席しております。 

※当事業の取材・情報掲載をお願い申し上げます。情報掲載の際はお手数ですが事前にご一報ください。 

パイプオルガンの音色を楽しむ 横浜みなとみらいホールの名物コンサート 

「オルガン・1 ドルコンサート」が 250 回目を迎えます！ 

 

記 者 発 表 資 料 
令 和 ７ 年 ２ 月 ２ ８ 日  

（公財）横浜市芸術文化振興財団 

横 浜 み な と み ら い ホ ー ル 

1998 年の開館以来続く「オルガン・1 ドルコンサート」。平日お昼の

時間帯、横浜みなとみらいホールのパイプオルガン“ルーシー”の音

色を、100 円または 1 ドルで楽しめる企画として、長きに亘り市民

のみなさまを中心に親しまれています。 

そして 2025 年 3 月にいよいよ 250 回目を迎えます。 

今回は記念公演として、当ホール ホールオルガニストの近藤
こんどう

 岳
たけし

が

出演。「春は喜びとともに」をテーマに、作曲家としても活躍する自

身の作品を含めた 4 曲をお贈りします。また、通常はお昼(12:20 開

演)のみのところ、今回は特別に夜(19:00 開演)も開催し、お仕事帰

りなどのお客様もお楽しみいただけます。 



 

 

 

 

 

 

 

  

1.  開館以来親しまれ続ける名物コンサート 

 

本事業の注目ポイント  

 

「オルガン・1 ドルコンサート」は横浜みなとみらいホールが開館した

1998 年 6 月よりスタート。平日お昼の 30 分間、ホールのパイプオル

ガン“ルーシー”の音色を楽しめる機会として、市民のみなさまを中心に

広く親しまれています。“ルーシー”がアメリカで製造されたという経緯

や、「市民のみなさまに気軽に足を運んでいただきたい」という目的か

ら 1 ドルまたは 100 円という安価な価格設定も特徴の一つです。 

初代ホールオルガニスト 三浦はつみの出演を皮切りに、国内外で活躍

する多くのオルガニストが本シリーズに出演。ソロ演奏を中心に、デュ

オや他の楽器とのコラボレーションを行った回もあり、パイプオルガン

の様々な表情を紹介してきました。 

パイプオルガンの魅力とその奥深さ、そして音楽鑑賞の楽しさを発信す

る機会として今や横浜みなとみらいホールの名物コンサートへと成長

し、いよいよ 2025 年 3 月で 250 回目を迎えます。 

 

過去の公演より 

 

2.  コンサートの節目を祝うプログラム 

 

中学生プロデューサーの活動 ©藤本史昭 

 

 

3 月の公演は 250 回記念として、第 2 代ホールオルガニストの近藤 

岳が出演します。 

近藤は、ミューザ川崎シンフォニーホールのホールオルガニスト

(2004 年 7 月～2018 年 3 月末)を経て、2022 年 4 月より当ホールホ

ールオルガニストに就任。また、作曲家としても活躍し、オルガンを

中心としたジャンルの自作自演や、コンサートホール等からの委嘱作

品も手掛けています。 

今回は「春は喜びとともに」をテーマに、自身の作曲作品である《春

うらら ～日本の春の歌による～》のほか、T. デュボワ《トッカータ 

ト長調》を含む 4 曲で、記念公演らしい明るく華やかなプログラムを

お贈りします。 

また、通常はお昼(12:20 開演)のみのところ、3 月公演は特別に夜

(19:00 開演)も開催。お仕事帰りなどのお客様にもお楽しみいただけ

ます。 

大ホール舞台正面に設置されているパイプオルガンは、アメリカの

C.B.フィスク社製で、パイプは全部で 4,632 本。輝くような音色にふ

さわしく、「光」を意味するラテン語“Lux”に由来する“Lucy(ルーシ

ー)”という愛称で親しまれる、横浜みなとみらいホールのシンボルで

す。 

デザインには横浜にちなんでカモメや船の帆、日本らしい格子などが

施されています。  

横浜みなとみらいホールのパイプオルガン“ルーシー” 

©平舘平 

近藤 岳©藤本史昭 

 




